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一
般
会
計
補
正
予
算

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

人
件
費
の
精
査
や
町
た
ば
こ

税
、
地
方
特
例
交
付
金
の
増

額
等
を
財
源
と
し
て
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
９
２
９
万

円
を
追
加
し
、
総
額
92
億
９

６
２
６
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
主
な
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

　
な
お
、
採
決
の
結
果
、
賛

成
12
人
、
反
対
２
人
で
可
決

し
ま
し
た
。

主
な
内
容

歳
入
（
万
円
未
満
切
り
捨
て
）

町
た
ば
こ
税

２
４
７
３
万
円

　
平
成
22
年
10
月
の
た
ば
こ

増
税
の
影
響
で
減
少
し
た
が
、

今
年
度
に
回
復
し
た
た
め
で

す
。

児
童
手
当
及
び
子
ど
も
手
当

特
例
交
付
金

６
２
６
万
円

　
子
ど
も
手
当
支
給
に
対
す

る
交
付
金
で
す
。

歳
出
（
万
円
未
満
切
り
捨
て
）

地
域
自
治
振
興
費

４
３
万
円

　
高
木
西
公
民
館
改
修
に
対

す
る
補
助
金
で
す
。

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
工
事
費

８
４
万
円

　
扶
桑
駅
東
及
び
西
ロ
ー
タ

リ
ー
、
山
名
小
学
校
南
門
に

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
す
。

障
害
者
等
医
療
費
支
給
事
務

費

６
０
０
万
円

　
障
害
者
医
療
費
の
増
加
に

伴
う
も
の
で
す
。

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
電
波
障

害
改
善
対
策
設
備
撤
去
工
事

費

▲
１
５
６
万
円

　
ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
に
伴

い
共
聴
設
備
の
撤
去
工
事
費

の
精
査
で
す
。

江
南
丹
羽
環
境
管
理
組
合
負

担
金

▲
２
９
５
万
円

　
平
成
22
年
度
分
の
事
業
運

営
費
の
精
算
で
す
。

中
学
校
校
舎
施
設
営
繕
工
事

費

９
０
万
円

　
扶
桑
中
学
校
階
段
室
の
壁

及
び
配
水
管
の
補
修
工
事
を

行
い
ま
す
。

学
校
給
食
共
同
調
理
場
燃
料

費

１
５
０
万
円

　
燃
料
費
の
値
上
が
り
に
よ

り
不
足
が
生
じ
る
た
め
に
増

額
し
ま
す
。

12
月
定
例
会
の
概
要

　
平
成
２3
年
１２
月
定
例
会
は
、
２
日
か
ら
２１
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算・特
別
会
計
補
正
予
算
を
始
め
、

条
例
の
改
正
や
陳
情
な
ど
3０
案
件
の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
提
案
さ
れ
た
補
正
予

算
は
11
月
の
臨
時
議
会
に
お

い
て
、
職
員
給
料
の
引
き
下

げ
の
条
例
が
可
決
さ
れ
、
そ

れ
に
伴
う
人
件
費
の
補
正
が

さ
れ
て
い
る
。
職
員
の
給
与

を
さ
ら
に
引
き
下
げ
る
こ
と

は
日
本
の
景
気
を
一
層
悪
く

し
、
職
員
の
職
務
に
対
す
る

意
欲
が
失
わ
れ
る
可
能
性
も

十
分
あ
る
。
職
員
が
意
欲
を

持
っ
て
働
け
る
よ
う
な
環
境

を
作
っ
て
い
く
う
え
か
ら
も

人
件
費
を
削
減
す
る
こ
と
は

認
め
ら
れ
な
い
の
で
補
正
予

算
に
は
反
対
と
し
ま
す
。

　
歳
出
で
は
扶
助
料
の
障
害

者
医
療
費
で
、
障
害
者
と
か

母
子
家
庭
の
医
療
と
か
子
ど

も
医
療
費
と
い
う
も
の
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。
歳
入
で
は

交
付
金
、
負
担
金
、
補
助
金

と
言
う
形
で
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
、
人
件
費
の
精
査
の

部
分
も
相
当
中
に
含
ま
れ
て

お
り
適
正
に
補
正
が
な
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
賛
成
と
し

ま
す
。

反反反反反反反反反反反反反反
対対対対対対対対対対対対対対
討討討討討討討討討討討討討討
論論論論論論論論論論論論

賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛
成成成成成成成成成成成成成成成成
討討討討討討討討討討討討討討
論論論論論論論論論論論論

扶桑駅・山名小学校に
防犯カメラ設置

扶桑駅・山名小学校に
防犯カメラ設置

防犯カメラが設置される扶桑駅
左：西ロータリー　右：東ロータリー

➡

➡
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す
。	

［
賛
成
全
員
で
可
決
］

扶
桑
町
災
害
弔
慰
金
の
支
給

等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部

改
正

　
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に

関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に

伴
い
条
例
を
一
部
改
正
し
ま

す
。	

［
賛
成
全
員
で
可
決
］

扶
桑
町
税
条
例
の
一
部
改
正

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
条
例
を
一
部
改
正
し
ま

す
。	

［
賛
成
全
員
で
可
決
］

扶
桑
町
サ
ン
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ

ス
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指

定扶
桑
町
高
齢
者
作
業
所
に
係

る
指
定
管
理
者
の
指
定

　
各
施
設
に
係
る
指
定
管
理

者
を
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
指
定
し
ま
す
。

	

［
賛
成
全
員
で
可
決
］

扶
桑
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定

　
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

を
扶
桑
町
社
会
福
祉
協
議
会

に
指
定
し
ま
す
。

	

［
賛
成
全
員
で
可
決
］

社
会
保
障
の
施
策
拡
充
に

つ
い
て
の
陳
情
書

　
［
賛
成
全
員
で
一
部
採
択
］

■
「
介
護
職
員
待
遇
改
善
交

付
金
事
業
」
を
平
成
24
年

度
以
降
も
継
続
す
る
こ
と

を
求
め
る
陳
情
書

	

［
賛
成
全
員
で
採
択
］

■
市
町
村
栄
養
管
理
士
配
置

に
関
す
る
陳
情
書

	

［
賛
成
全
員
で
採
択
］

■
「
保
育
所
運
営
費
国
庫
負

担
金
を
廃
止
し
な
い
こ
と

を
求
め
る
意
見
書
」
の
採

択
を
求
め
る
陳
情
書

	

［
賛
成
全
員
で
採
択
］

■
商
工
会
を
中
心
と
し
た
地

域
商
工
業
振
興
に
対
す
る

支
援
体
制
の
拡
充
に
関
す

る
陳
情
書

	

［
賛
成
全
員
で
採
択
］

■
東
日
本
大
震
災
発
災
の
日

に
国
旗
の
半
旗
掲
揚
を
求

め
る
意
見
書
を
要
請
す
る

陳
情
書

	

［
反
対
全
員
で
不
採
択
］

■
自
衛
隊
等
の
大
震
災
救
助

活
動
に
対
し
て
感
謝
の
決

議
を
要
望
す
る
陳
情
書

	

［
反
対
全
員
で
不
採
択
］

条
例
等
の

主
な
内
容
と
結
果

扶
桑
町
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
等
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　
体
育
指
導
員
の
名
称
を
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に
改
正
し

ま
す
。	
［
賛
成
全
員
で
可
決
］

扶
桑
町
職
員
の
旅
費
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　
平
成
24
年
１
月
４
日
に
長

久
手
町
が
市
制
を
施
行
す
る

こ
と
に
伴
い
条
例
を
一
部
改

正
し
ま
す
。

	

［
賛
成
全
員
で
可
決
］

扶
桑
町
議
会
の
議
員
そ
の
他

非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害

補
償
等
に
関
す
る
条
例
等
の

一
部
改
正

　
障
害
者
自
立
支
援
法
の
一

部
改
正
に
伴
い
条
例
を
一
部

改
正
し
ま
す
。

	

［
賛
成
全
員
で
可
決
］

扶
桑
町
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
利
用
対
象
者
を
拡
大
す
る

た
め
条
例
を
一
部
改
正
し
ま

浅
井
捷
史
議
員
・
伊
藤

伊
佐
夫
議
員
に
愛
知
県

町
村
議
長
会
よ
り
表
彰

扶
桑
町
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
策
定

　
10
年
後
の
土
地
利
用
の
あ

り
方
や
都
市
施
設
の
整
備
方

針
を
示
す
も
の
で
す
。

［
賛
成
12
人
反
対
２
人

	

で
可
決
］

尾
張
市
町
交
通
災
害
共
済
組

合
規
約
の
変
更

尾
張
農
業
共
済
事
務
組
合
規

約
の
変
更

愛
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
規
約
の
変
更

　
平
成
24
年
１
月
４
日
に
長

久
手
町
が
市
制
を
施
行
す
る

こ
と
に
伴
い
各
機
関
の
規
約

を
一
部
変
更
し
ま
す
。

	

［
賛
成
全
員
で
可
決
］

【
議
員
提
案
】

扶
桑
町
子
ど
も
医
療
費
支
給

条
例
の
一
部
改
正

　
平
成
25
年
１
月
か
ら
中
学

校
卒
業
ま
で
通
院
費
無
料
化

拡
充
す
る
こ
と
に
伴
い
条
例

を
一
部
改
正
し
ま
す
。

	

［
賛
成
全
員
で
可
決
］

陳
情
の
結
果

■
介
護
・
福
祉
・
医
療
な
ど

　
町
議
会
議
員
と
し
て
15
年

以
上
在
職
し
た
と
し
て
愛
知

県
町
村
議
長
会
よ
り
表
彰
さ

れ
、
12
月
定
例
会
の
冒
頭
に

お
い
て
表
彰
状
の
伝
達
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

11
月
臨
時
会
を
開
催

　
11
月
29
日
（
火
）
に
臨
時

会
を
開
催
し
、
人
事
院
勧
告

な
ど
社
会
・
経
済
情
勢
を
勘

案
し
て
一
般
職
員
の
給
料
の

一
部
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

扶
桑
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

［
賛
成
９
人
反
対
５
人

	

で
可
決
］ 左：浅井議員　　右：伊藤議員

扶桑町都市マスタープランを策定扶桑町都市マスタープランを策定
テーマは『あんしんして暮らせる

　　　　　　　　　　　みどり豊かな安全快適都市』
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総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
つ

い
て
南
山
名
地
区
で
不
審
火

が
多
発
し
て
い
る
が
山
名
小

学
校
以
外
に
追
加
を
す
る
考

え
は
。

　
　
積
極
的
に
追
加
の
考
え

は
無
い
。
不
審
火
に
関
し
て

は
犬
山
警
察
、
役
場
、
地
区

問答

の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
、
消

防
団
が
警
戒
し
て
い
る
。

　
　
防
犯
カ
メ
ラ
を
扶
桑
駅

に
設
置
す
る
理
由
は
。

　
　
扶
桑
駅
周
辺
で
痴
漢
事

件
が
発
生
し
て
お
り
、
警
察

か
ら
の
要
望
も
あ
っ
た
た
め
。

　
　
小
中
学
校
、
公
民
館
等

の
電
気
料
金
の
増
額
補
正
は

今
回
の
原
発
事
故
と
の
関
連

性
は
あ
る
の
か
。

問答問

　
　
原
発
事
故
に
は
関
連
し

て
い
な
い
。
電
気
の
基
本
料

金
は
デ
マ
ン
ド
制
料
金
と

な
っ
て
お
り
、
過
去
１
年
間

の
ピ
ー
ク
の
値
が
基
本
料
金

と
な
り
、
そ
れ
が
影
響
し
て

い
る
。

　
　
学
校
給
食
共
同
調
理
場

燃
料
費
補
正
の
Ａ
重
油
と
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
の
内
容
は
。

　
　
旧
調
理
場
で
は
Ａ
重
油

を
ボ
イ
ラ
ー
燃
料
と
し
、
フ

ラ
イ
ヤ
ー
は
プ
ロ
パ
ン
を
燃

料
と
し
て
い
た
。
新
調
理
場

で
は
プ
ロ
パ
ン
を
ボ
イ
ラ
ー

燃
料
と
し
、
Ａ
重
油
は
使
用

し
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
各
燃
料
も
値
上
が

り
を
し
、
不
足
が
生
じ
る
た

め
補
正
を
す
る
。

　
　
扶
桑
中
学
校
校
舎
施
設

営
繕
工
事
費
の
補
正
が
出
て

い
る
が
、
防
犯
対
策
は
。

　
　
東
門
付
近
に
つ
い
て
は
、

木
を
切
っ
て
視
界
を
良
く
し

て
い
る
。
そ
の
後
、
特
に
対

策
は
し
て
い
な
い
。

答問答問答

福
祉
建
設
常
任
委
員
会

　
　
一
時
保
育
で
の
賄
い
材

料
に
つ
い
て
放
射
能
の
影
響

は
。

　
　
可
能
な
限
り
町
内
業
者

か
ら
の
搬
入
に
努
め
て
お
り
、

放
射
能
の
心
配
に
つ
い
て
は

出
回
っ
て
い
る
も
の
で
安
全

な
業
者
か
ら
の
も
の
と
理
解

し
て
い
る
。

　
　
一
時
保
育
で
の
週
３
日

利
用
の
状
況
は
。

　
　
斎
藤
保
育
園
で
９
月
に

出
産
で
二
人
、
高
雄
保
育
園

で
11
月
に
就
労
理
由
で
一
人
。

　
　
ね
た
き
り
老
人
等
介
護

手
当
対
象
者
が
急
増
し
て
い

る
が
予
防
策
は
。

　
　
転
倒
予
防
教
室
、
健
口

教
室
、
相
談
業
務
、
地
区
老

人
ク
ラ
ブ
に
出
か
け
体
操
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　
子
ど
も
医
療
費
の
大
幅

な
伸
び
の
原
因
は
。

　
　
全
国
的
に
は
子
ど
も
の

数
は
減
少
し
て
い
る
が
、
扶

桑
町
は
増
加
し
て
お
り
一
人

当
た
り
の
医
療
費
も
大
き
く

な
っ
て
い
る
。
原
因
を
推
測

す
る
と
、
医
療
の
高
度
化
が

問答問答問答問答

考
え
ら
れ
る
が
、
は
っ
き
り

と
し
た
理
由
は
つ
か
め
て
い

な
い
。

　
　
新
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
で
高
齢
化
社
会
に
お
け
る

町
内
の
移
動
手
段
の
考
え
は
。

　
　
歩
道
の
段
差
解
消
な
ど
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
る

と
と
も
に
タ
ク
シ
ー
助
成
の

充
実
と
、
よ
り
良
い
公
共
交

通
つ
い
て
研
究
す
る
。

　
　
新
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
で
新
愛
岐
大
橋
が
で
き
る

と
流
入
量
が
増
え
る
の
で
は
。

問答問

　
　
流
入
が
増
え
る
こ
と
は

想
定
し
て
お
り
、
交
通
量
増

に
つ
い
て
は
関
係
機
関
と
協

議
を
進
め
、
現
在
調
整
し
て

い
る
。

　
　
雨
水
排
水
施
設
の
計
画

的
な
整
備
は
。

　
　
特
定
都
市
河
川
浸
水
被

害
対
策
法
に
よ
り
雨
水
貯
留

槽
の
設
置
な
ど
雨
水
の
流
出

抑
制
を
図
っ
て
お
り
、
整
備

計
画
に
つ
い
て
は
順
次
進
め

る
。

答問答

委
　
員
　
会
　
の
　
審
　
議
　
か
　
ら

防犯カメラが設置される山名小学校南門

保育園での給食（高雄西保育園）

➡
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一般質問

無会派
間瀬英之　議員

大変難しいと認識答

少子高齢化が進む中、
道路の安全・安心と利便性の確保は

県
道
外
坪
扶
桑
線
の
利
便
性

確
保
は

　
　
周
辺
道
路
と
地
域
を
一

体
と
考
え
た
、
交
通
規
制
の

見
直
し
、
駐
輪
ス
ペ
ー
ス
な

ど
を
設
け
る
な
ど
、
県
道
と

外
坪
扶
桑
線
の
交
通
安
全
、

商
店
街
と
し
て
の
利
便
性
の

確
保
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

　
　
外
坪
扶
桑
線
を
は
じ
め
、

周
辺
道
路
と
地
域
を
一
体
と

考
え
、
交
通
安
全
の
確
保
、

交
通
事
故
の
減
少
、
交
通
渋

滞
の
解
消
を
図
る
こ
と
は
大

変
重
要
で
あ
る
。
自
転
車
・

歩
行
者
の
利
便
性
を
図
り
つ

つ
駐
輪
ス
ペ
ー
ス
や
待
機
場

所
の
確
保
の
た
め
に
横
断
歩

道
の
設
置
、
信
号
機
の
設
置
、

一
方
通
行
の
規
制
な
ど
あ
ら

ゆ
る
見
直
し
が
考
え
ら
れ
る

が
、
地
域
住
民
の
積
極
的
な

意
見
、
要
望
を
頂
き
、
県
道

管
理
者
の
愛
知
県
、
犬
山
警

察
署
と
も
協
議
を
重
ね
、
安

全
で
住
み
よ
い
町
、
活
気
の

あ
る
商
店
街
と
な
る
よ
う
問

題
を
解
決
し
て
い
き
た
い
が
、

か
な
り
厳
し
い
。

問答

消
防
団
員
、
自
主
防
災
組
織

の
在
り
方
は

　
　
消
防
団
員
、
自
主
防
災

組
織
の
昼
間
の
組
織
力
の
確

保
に
つ
い
て
ど
う
認
識
し
て

い
る
か
。

　
　
特
に
自
主
防
災
組
織
に

つ
い
て
は
、
会
社
な
ど
を
定

年
退
職
さ
れ
た
方
、
自
営
業

者
の
方
、
自
宅
に
み
え
る
女

性
の
方
な
ど
を
中
心
に
組
織

さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
近

問答

年
は
定
年
退
職
後
も
働
き
に

行
か
れ
る
方
、
女
性
の
多
く

の
方
が
働
い
て
み
え
る
現
状

を
考
え
る
と
、
災
害
時
に
お

け
る
昼
間
の
組
織
の
初
動
体

制
は
大
変
厳
し
い
状
態
で
あ

る
と
考
え
る
。
消
防
団
員
、

自
主
防
災
組
織
の
組
織
力
の

強
化
に
向
け
、
産
業
誘
致
な

ど
、
地
域
で
の
雇
用
確
保
は

有
効
な
手
段
で
あ
る
と
思
う

が
、
国
内
経
済
状
況
が
低
迷

す
る
中
、
新
た
な
投
資
を
望

む
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
と

考
え
る
。

税
の
平
等
性
を
考
慮
し
た
建

物
の
課
税
標
準
額
は

　
　
建
物
を
リ
フ
ォ
ー
ム
す

る
際
の
建
築
確
認
申
請
の
範

囲
は
。

　
　

部
屋
を
増
や
し
た
り
、

屋
根
、
壁
、
柱
等
の
構
造
耐

力
、
主
要
な
部
分
の
過
半
を

改
修
す
る
な
ど
大
規
模
な
も

の
は
確
認
申
請
が
必
要
な
場

合
が
あ
る
。

　
　
評
価
の
や
り
直
し
は
行

わ
れ
る
の
か
。

　
　
現
状
で
は
、
リ
フ
ォ
ー

ム
に
つ
い
て
、
評
価
の
や
り

直
し
は
行
っ
て
い
な
い
。
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
と
併
せ
て

行
っ
た
と
し
て
も
大
規
模
改

修
で
な
け
れ
ば
課
税
標
準
額

は
変
わ
ら
な
い
。

　
　
減
免
の
有
無
は
。

　
　
耐
震
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
、
熱
損
失
防
止
等
条
件
を

満
た
せ
ば
、
減
免
規
定
に
よ

り
軽
減
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

問答問答問答

県道外坪扶桑線（柏森地内）
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一般質問

民主党
矢嶋惠美　議員

現在女性は参画していない
これからは取り入れていく

答

地域防災計画作成に
女性の参画は

　
　

東
日
本
大
震
災
以
降
、

避
難
所
運
営
な
ど
現
場
で
女

性
の
視
点
が
欠
け
意
思
決
定

の
場
に
女
性
が
参
画
し
て
い

な
い
こ
と
が
問
題
と
な
り

「
復
興
基
本
法
」
に
女
性
の

参
画
が
明
記
さ
れ
た
。
扶
桑

町
の
計
画
見
直
し
で
は
ど
の

よ
う
な
状
況
か
。

　
　
現
在
、
地
域
防
災
計
画

に
女
性
の
委
員
は
い
な
い
が

こ
れ
か
ら
は
、
そ
れ
を
踏
ま

え
、
男
女
共
同
参
画
も
取
り

入
れ
地
域
の
女
性
消
防
、
日

赤
の
方
等
も
対
象
に
な
っ
て

く
る
。

　
　
福
祉
避
難
所
、
精
神
障

が
い
者
の
居
場
所
確
保
は
あ

る
か
。
ま
た
、
公
共
建
築
物

以
外
の
「
民
」
の
避
難
所
確

保
は
考
え
て
い
る
か
。

　
　
現
在
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

含
め
避
難
所
、
避
難
場
所
の

見
直
し
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
。
各
地
域
の
公
民
館
も
含

め
諸
問
題
も
あ
る
が
考
え
て

い
く
。

　
　
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
あ
る
か
。

　
　
現
在
岐
阜
県
等
の
ガ
イ

問答問答問答

ド
ラ
イ
ン
も
参
考
に
し
て
検

討
を
し
て
る
。

　
　
身
近
な
地
域
で
支
え
合

う
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成

の
考
え
は
。

　
　
本
町
に
は
32
自
主
防
災

会
が
あ
る
。
防
災
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
は
３
市
２
町
合
同
で

開
催
し
て
い
る
。
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
は
今
後
検
討

す
る
。

自
転
車
の
安
全
利
用
を
進
め

る
た
め
の
対
策
は

　
　
健
康
志
向
や
環
境
配
慮

問答問

か
ら
自
転
車
利
用
者
が
増
え

て
い
る
。
利
用
者
の
責
務
と

行
政
の
責
務
、
環
境
整
備

（
自
転
車
レ
ー
ン
等
）
は
ど

う
す
る
か
。
狭
い
扶
桑
町
で

何
が
で
き
る
か
。
自
転
車
を

柱
と
し
た
街
づ
く
り
を
考
え

て
み
て
は
。

　
　
自
転
車
利
用
の
現
状
認

識
は
し
て
い
る
が
、
今
は
安

全
教
育
や
啓
発
を
し
て
い
く
。

児
童
虐
待
へ
の
対
応
は

　
　
児
童
虐
待
の
相
談
体
制

の
現
状
と
安
全
確
認
は

　
　
毎
月
第
２
水
曜
日
に
県

の
家
庭
相
談
員
に
よ
る
児
童

相
談
を
し
て
い
る
。
福
祉
児

童
課
で
も
電
話
の
相
談
を
受

け
て
い
る
。
23
年
度
相
談
件

数
２
件
、
虐
待
通
告
２
件
あ

る
。
一
宮
児
童
相
談
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
な
が
ら
訪
問

し
、
安
全
確
認
を
し
て
い
る
。

　
　
緊
急
通
報
相
談
窓
口
の

明
示
は
住
民
に
わ
か
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。
全
国
共

通
ダ
イ
ヤ
ル
等
の
通
告
先
は

知
ら
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
相
談
窓
口
は
あ
る
が
周

答問答問答

知
、
認
識
を
更
に
進
め
る
。

　
　
虐
待
防
止
強
化
の
た
め

近
隣
市
町
で
は
緊
急
事
業
と

し
て
幾
つ
か
の
推
進
事
業
を

企
画
し
て
い
る
が
、
本
町
は

　
　
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
を

窓
口
に
掲
示
し
て
い
る

住
民
税
の
寄
付
金
税
制
度
変

更
の
周
知
は

　
　
23
年
中
に
行
っ
た
寄
付

金
か
ら
24
年
度
分
の
個
人
住

民
税
控
除
額
の
拡
充
は
町
民

に
周
知
さ
れ
て
い
る
か

　
　
12
月
の
広
報
で
知
ら
せ

た
。
寄
付
金
控
除
適
用
下
限

額
が
５
０
０
０
円
か
ら
２
０

０
０
円
に
な
っ
た
。

　
　
震
災
へ
の
義
援
金
寄
付

で
報
道
、
日
赤
、
社
協
そ
の

他
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
等
へ
の

寄
付
も
対
象
か
。
今
後
は
、

寄
付
金
指
定
団
体
も
地
域
で

活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
対

し
市
町
村
が
条
例
で
個
別
に

指
定
で
き
る
と
あ
る
が
そ
の

進
め
方
は
。

　
　
県
で
基
本
条
例
案
を
ま

と
め
て
い
る
最
中
で
、
そ
れ

と
連
動
し
て
い
く
。

問答問答問答

東日本大震災で女性に配慮された避難所
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一般質問

桑政クラブ
千田勝隆　議員

平成25年１月診察分から中学校卒
業まで医療費の無料化を拡大するよ
う予算化を目指す

答

行政改革と子育て支援は

　
　
新
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の

収
支
予
想
全
体
で
は
マ
イ
ナ

ス
と
な
っ
て
お
り
、
23
年
度

と
24
年
度
の
比
較
で
も
２
億

円
程
の
マ
イ
ナ
ス
幅
が
広

が
っ
て
い
る
。

　
単
年
度
収
支
は
基
本
的
に

同
額
程
度
の
状
況
に
な
い
と
、

安
定
し
た
行
財
政
運
営
は
確

保
で
き
な
い
と
考
え
る
。

　
施
策
を
町
長
に
要
望
す
る

だ
け
で
、
具
体
化
は
町
側
で

し
て
欲
し
い
と
い
う
の
は
身

勝
手
と
も
思
い
、
批
判
を
覚

悟
の
上
で
経
常
経
費
削
減
の

為
に
、
次
の
よ
う
な
施
策
の

見
直
し
を
提
案
す
る
。

１　
全
国
に
も
誇
れ
る
立
派

な
文
化
施
設
が
あ
る
が
、
町

民
の
方
と
町
外
の
方
と
に
利

用
料
等
の
差
を
設
け
る
こ
と

を
行
う
。

２　
職
員
互
助
会
へ
の
助
成

金
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

３　
形
式
的
な
仕
事
や
会
議

を
止
め
、
委
託
に
よ
る
計
画

づ
く
り
を
簡
素
化
す
る
等
の

取
り
組
み
で
、
職
員
数
の
削

減
に
つ
い
て
は
、
退
職
者
補

充
の
抑
制
に
よ
り
、
他
市
町

問

の
削
減
割
合
の
半
分
の
２
％
、

４
人
ほ
ど
の
削
減
を
目
指
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ

り
、
約
３
２
０
０
万
円
程
の

経
常
経
費
削
減
に
な
る
の
で

は
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
の
財
源
の
使
い
道
に
つ

い
て
は
、
子
育
て
支
援
策
と

し
て
、
中
学
生
ま
で
の
医
療

費
の
無
償
化
を
通
院
ま
で
拡

大
す
れ
ば
、
行
政
改
革
に
取

り
組
ん
だ
成
果
が
目
に
見
え

た
形
に
な
る
と
思
う
。

　
ま
た
、
職
員
に
は
苦
労
を

強
い
る
だ
け
で
な
く
、
意
欲

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
、

日
々
の
業
務
を
し
っ
か
り
と

担
っ
て
い
る
方
に
は
、
勤
勉

手
当
を
加
算
す
る
な
ど
、
見

え
る
形
で
評
価
を
し
、
新
年

度
予
算
に
盛
り
込
ん
で
い
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
が
考

え
は
。

　
　
収
支
全
体
で
は
、
税
収

等
が
伸
び
な
い
中
で
、
扶
助

費
を
始
め
義
務
的
経
費
が
増

加
と
な
っ
て
い
く
こ
と
か
ら
、

マ
イ
ナ
ス
の
現
状
と
な
っ
て

い
る
。

　
国
も
県
も
財
政
が
厳
し
い

答

状
況
に
あ
る
の
で
、
町
と
し

て
も
更
に
、
あ
ら
ゆ
る
方
法

を
考
え
、
行
財
政
改
革
を
行

う
と
共
に
新
し
い
収
入
を
作

り
出
す
よ
う
努
力
す
る
。

　
経
常
経
費
の
抑
制
施
策
の

提
案
に
つ
い
て
は
、
文
化
会

館
の
利
用
に
関
し
て
町
内
・

町
外
で
利
用
料
に
２
倍
の
差

を
設
け
る
。

　
職
員
互
助
会
に
対
す
る
公

費
負
担
に
つ
い
て
、
平
成
16

年
当
時
は
一
人
当
た
り
２
万

円
程
度
の
公
費
支
出
が
あ
っ

た
が
、
平
成
22
年
度
は
１
万

４
千
円
程
度
と
な
っ
て
お
り
、

更
に
毎
年
引
き
下
げ
る
。

　
職
員
数
の
削
減
や
退
職
者

補
充
の
抑
制
に
つ
い
て
は
、

平
成
25
年
度
か
ら
始
ま
る
新

た
な
集
中
改
革
プ
ラ
ン
作
成

に
生
か
し
て
い
く
。

　
財
源
の
使
い
道
に
つ
い
て

は
、
子
育
て
支
援
と
し
て
平

成
25
年
１
月
診
察
分
か
ら
入

通
院
と
も
に
中
学
校
卒
業
ま

で
医
療
費
の
無
料
化
を
拡
大

す
る
よ
う
予
算
化
を
目
指
す
。

頑
張
る
職
員
の
勤
勉
手
当
加

算
に
つ
い
て
は
、
公
平
で
統

一
性
の
持
て
る
よ
う
な
人
事

評
価
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

中
で
研
究
し
て
い
く
。

子ども医療費受給者証
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一般質問

公明党
伊藤伊佐夫　議員

平成25年１月からの実施を予定答

中学校卒業まで医療費無料化を

子
ど
も
医
療
費
の
拡
充
を

　
　
子
育
て
支
援
の
立
場
か

ら
、
義
務
教
育
終
了
ま
で
医

療
費
を
無
料
化
す
る
考
え
は

な
い
か
。

　
　
準
備
期
間
も
必
要
で
あ

り
、
平
成
25
年
1
月
か
ら
の

実
施
を
考
え
て
い
る
。

こ
こ
ろ
の
体
温
計
導
入
を

　
　
自
殺
者
が
全
国
で
3
万

人
超
え
て
い
る
。
画
像
を
見

て
携
帯
や
パ
ソ
コ
ン
で
気
軽

に
心
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
で

き
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
導
入
し
、

相
談
や
病
院
に
い
く
キ
ッ
カ

ケ
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
初
期
導
入
費
は
60
万
円

か
ら
80
万
円
、
保
守
費
用
は

約
３
万
円
掛
か
る
。
費
用
対

効
果
な
ど
を
考
え
検
討
し
た

い
。

１
０
０
円
商
店
街
で
地
域
活

性
化
を

　
　
各
地
の
１
０
０
円
商
店

街
が
賑
わ
っ
て
い
る
。
工
夫

次
第
で
は
地
域
活
性
化
の
起

爆
剤
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

問答問答問

　
　
本
町
は
商
店
が
点
在
し

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
成
果

は
分
か
ら
な
い
。
今
後
、
現

地
調
査
な
ど
を
し
た
い
。

60
商
品
券
の
再
発
行
を

　
　
プ
レ
60
商
品
券
が
好
評

で
あ
る
。
地
域
を
元
気
に
す

る
た
め
、
今
年
の
町
制
60
周

年
を
記
念
し
て
、
再
発
行
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
24
年
度
も
発
行
を
考
え

て
い
る
。

「
夢
の
架
け
橋
」
の
実
現
は

　
　
「
新
愛
岐
大
橋
」
は
都

市
計
画
決
定
が
さ
れ
、
予
備

設
計
も
済
ん
だ
と
聞
く
が
、

住
民
に
説
明
が
必
要
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
架
橋
実
現
の

見
通
し
は
ど
う
か
。

　
　
現
在
、
山
名
地
域
で
宮

田
導
水
路
の
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
地
域
排
水
を
調

査
中
で
あ
り
、
そ
の
調
整
が

済
ん
で
か
ら
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
後
、
地
域
住
民
の
理
解

を
得
て
、
県
と
協
議
し
て
促

進
に
努
め
て
い
く
。

答問答問答

町
職
員
の
名
刺
は
公
費
負
担

で
作
成
を

　
　
公
務
員
の
名
刺
は
公
費

と
私
費
の
自
治
体
が
あ
る
。

名
刺
を
渡
す
こ
と
で
、
緊
張

感
や
責
任
も
出
て
く
る
。
業

務
上
必
要
な
名
刺
は
公
費
で

作
成
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
観
光
を
Ｐ
Ｒ
す
る
町
は

公
費
の
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

今
の
と
こ
ろ
私
費
で
お
願
い

し
た
い
。

防
災
に
女
性
の
視
点
を

　
　
防
災
委
員
に
女
性
を
登

用
し
て
い
る
か
。

　
　
現
在
は
い
な
い
。
今
後
、

女
性
の
意
見
を
反
映
さ
せ
て

い
き
た
い
。

問答問答

便
利
な
防
災
カ
ー
ド
作
成
を

　
　
災
害
情
報
な
ど
が
一
目

で
分
か
り
、
い
ざ
と
い
う
時

役
に
立
ち
、
財
布
に
入
る
サ

イ
ズ
の
防
災
カ
ー
ド
を
作
成

し
、
町
民
に
配
布
し
て
は
ど

う
か
。

　
　
防
災
は
重
要
な
こ
と
で

あ
り
、
今
後
検
討
し
た
い
。

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
の
拠
点
整

備
を

　
　
町
の
中
心
に
あ
る
学
校

給
食
調
理
場
跡
地
に
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

は
必
要
な
施
設
で
あ
り
、
町

の
整
備
計
画
の
整
合
性
も
図

り
な
が
ら
今
年
度
末
ま
で
に

方
向
性
を
決
め
て
い
く
。

問答問答

新愛岐大橋建設の計画がある
小淵交差点
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一般質問

桑政クラブ
新井三郎　議員

コスト削減に向けて検討する答

エネルギーを再考するには

　
　
電
気
の
供
給
元
を
電
力

会
社
か
ら
、
電
力
自
由
化
で

生
ま
れ
た
特
定
規
模
電
気
事

業
者
（
Ｐ
Ｐ
Ｓ
）
に
切
り
替

え
る
動
き
が
あ
る
。
そ
の
選

択
は
。

　
　
電
力
自
由
化
に
よ
る
Ｐ

Ｐ
Ｓ
へ
の
切
り
替
え
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
導
入
さ
れ
て

い
る
市
町
村
の
事
例
を
参
考

に
研
究
を
し
て
い
る
段
階
で

あ
る
。
Ｐ
Ｐ
Ｓ
は
、
電
力
自

由
化
の
流
れ
の
中
で
平
成
12

年
以
降
に
業
務
を
始
め
、
電

圧
６
０
０
０
ボ
ル
ト
以
上
で
、

契
約
電
力
が
50
　
Kw
以
上
の
大

口
需
要
家
を
対
象
に
電
力
を

問答

売
っ
た
り
、
買
い
取
っ
た
り

で
き
る
民
間
の
電
力
会
社
の

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
Ｐ
Ｐ
Ｓ

は
全
国
に
約
50
社
あ
り
、
こ

の
中
か
ら
自
由
に
選
び
、
よ

り
安
い
電
気
を
購
入
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

扶
桑
町
に
お
い
て
も
、
契
約

電
力
が
50
　
Kw
以
上
あ
る
の
で

Ｐ
Ｐ
Ｓ
を
導
入
す
る
こ
と
に

よ
り
効
果
が
得
ら
れ
る
か
ど

う
か
、
よ
く
研
究
し
、
今
後

も
引
き
続
き
、
近
隣
市
町
村

の
動
向
な
ど
の
情
報
を
集
め
、

行
政
コ
ス
ト
削
減
に
向
け
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
生
物
に
由
来
す
る
原
料

を
用
い
て
電
気
を
つ
く
る
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
の
活
用
は
。

　
　
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
推
進

基
本
法
が
平
成
21
年
9
月
に

施
行
さ
れ
、
国
は
バ
イ
オ
マ

ス
活
用
推
進
基
本
法
を
策
定

し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
市
町

村
は
、
国
の
施
策
に
準
じ
た

施
策
お
よ
び
地
方
公
共
団
体

の
自
然
的
経
済
的
諸
条
件
に

応
じ
た
そ
の
他
の
施
策
を
各

市
町
村
の
バ
イ
オ
マ
ス
活
用

推
進
基
本
計
画
と
し
、
策
定

す
る
こ
と
を
努
力
規
定
と
し

て
い
る
。
扶
桑
町
と
し
て
は
、

基
本
法
が
施
行
さ
れ
た
折
に
、

町
内
お
け
る
バ
イ

オ
マ
ス
、
つ
ま
り

家
畜
糞
尿
、
稲
わ

ら
、
間
伐
材
な
ど

の
林
地
残
材
等
、

そ
の
も
の
の
絶
対

量
が
少
な
い
と
い

う
理
由
か
ら
計
画

策
定
を
し
て
い
な

い
。
な
お
、
バ
イ

オ
マ
ス
の
活
用
と

し
て
、
従
来
よ
り

江
南
丹
羽
環
境
管

問答

理
組
合
へ
搬
入
し
て
い
る
剪

定
枝
、
草
に
つ
い
て
は
准
肥

化
し
、
土
壌
改
良
剤
に
リ
サ

イ
ク
ル
し
て
い
る
。
ま
た
、

扶
桑
町
が
今
年
度
か
ら
開
始

し
た
剪
定
枝
の
受
け
入
れ
に

つ
い
て
、
径
の
小
さ
い
も
の

は
、
チ
ッ
プ
化
し
、
径
の
大

き
い
も
の
は
、
紙
の
原
料
と

し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
る
。

　
　
第
３
次
産
業
へ
の
取
り

組
み
は
。

　
　
産
業
構
造
は
、
扶
桑
町

の
み
な
ら
ず
時
代
背
景
や
国

家
間
の
背
景
な
ど
か
ら
多
岐

に
わ
た
る
複
雑
な
要
因
で
変

わ
っ
て
き
て
い
る
。
昨
年
行

わ
れ
た
国
勢
調
査
の
数
字
が

ま
だ
わ
か
っ
い
て
い
な
い
た

め
、
平
成
17
年
に
行
わ
れ
た

数
字
に
よ
る
と
第
三
次
産
業

が
62
％
を
占
め
て
お
り
、
今

後
は
増
加
す
る
方
向
で
推
移

す
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
先
、

ど
の
よ
う
な
産
業
構
造
に
な

る
か
は
明
快
な
見
解
は
持
っ

て
い
な
い
が
、
ど
の
産
業
も

町
の
発
展
に
は
不
可
欠
と
考

え
て
い
る
。

問答
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一般質問

桑政クラブ
浅井捷史　議員

アメニティ豊かな緑住都市ふそう！答

1６年前策定の
都市マスタープランの総括は

　
　
平
成
７
年
３
月
策
定
さ

れ
た
扶
桑
町
都
市
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
総
括
は
。

　
　
「
水
と
緑
と
共
生
し
、

文
化
を
育
む
ア
メ
ニ
テ
ィ
豊

か
な
緑
住
都
市
ふ
そ
う
」
と

い
う
都
市
づ
く
り
テ
ー
マ
の

も
と
、「
木
曽
川
や
町
内
の

河
川
・
水
路
を
生
か
し
た
水

と
共
生
す
る
街
づ
く
り
」「
名

古
屋
都
市
圏
の
衛
星
住
宅
都

市
と
し
て
居
住
環
境
の
優
れ

た
ア
メ
ニ
テ
ィ
豊
か
な
街
づ

く
り
」
等
６
つ
の
都
市
づ
く

り
目
標
を
掲
げ
た
計
画
で

あ
っ
た
。
計
画
さ
れ
た
の
は

平
成
５
年
度
か
ら
６
年
度
で

当
時
は
バ
ブ
ル
経
済
終
え
ん

時
期
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期

は
経
済
・
人
口
・
産
業
な
ど

多
方
面
に
わ
た
っ
て
右
肩
上

が
り
の
成
長
を
想
定
し
て
い

た
時
期
で
あ
っ
た
。
計
画
の

動
向
分
析
を
見
て
も
、
そ
の

方
向
で
あ
っ
た
。
目
標
年
次

と
し
た
現
在
の
景
気
の
冷
え

込
み
が
考
え
に
く
か
っ
た
時

期
で
あ
っ
た
。
例
を
挙
げ
る

と
、
将
来
人
口
を
３
万
６
０

０
０
人
と
想
定
し
、
人
口
増

問答

加
分
を
受
け
入
れ
る
た
め
市

街
化
区
域
の
未
利
用
地
91
　
ha

の
う
ち
69
　

ha
が
開
発
さ
れ
、

新
た
な
住
居
系
の
市
街
化
拡

大
想
定
を
60
　
ha
と
し
て
計
画

し
た
が
現
在
、
扶
桑
町
の
人

口
は
３
万
４
０
０
０
人
弱
で
、

労
働
人
口
の
流
入
は
予
想
外

で
、
実
際
の
人
口
増
加
は
４

０
０
０
人
で
し
た
。
現
在
、

市
街
化
区
域
の
住
居
系
未
利

用
地
は
62　
ha
で
そ
の
う
ち
30
　

ha
程
度
の
開
発
し
か
行
わ
れ

て
い
な
い
。
そ
ん
な
中
で
、

今
年
度
ま
で
都
市
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
よ
る
計
画
を
進
め

て
き
た
。
生
活
道
路
と
し
て

の「
シ
ン
ボ
ル
道
路
の
整
備
」

や
青
木
川
沿
い
の
「
水
辺
緑

陰
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
」
な
ど
、

主
に
生
活
環
境
に
潤
い
を
も

た
ら
す
計
画
に
つ
い
て
は
、

多
額
の
費
用
と
用
地
を
必
要

と
す
る
た
め
、
満
足
な
整
備

は
出
来
て
い
な
い
。
他
方
で

は
都
市
計
画
道
路
犬
山
富
士

線
や
都
市
計
画
道
路
愛
岐
大

橋
線
、
柏
森
駅
周
辺
整
備
事

業
な
ど
、
住
民
の
生
活
利
便

性
を
向
上
さ
せ
る
計
画
は
成

果
を
上
げ
た
と
考
え
る
。
新

し
い
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

で
は
、「
あ
ん
し
ん
し
て
暮

ら
せ
る
み
ど
り
豊
か
な
安
全

快
適
都
市
」
と
い
う
将
来
都

市
像
の
基
に
「
潤
い
の
あ
る

安
全
な
都
市
環
境
の
整
備
」

「
利
便
性
の
高
い
快
適
な
都

市
環
境
の
整
備
」「
住
民
と

協
働
に
よ
る
都
市
環
境
の
改

善
」
と
い
う
３
つ
の
都
市
づ

く
り
の
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業

　
　１　

一
律
で
は
な
く
保
育
園

の
早
朝
延
長
保
育
の
よ
う
に
、

利
用
す
る
人
か
ら
そ
の
料
金

を
徴
収
す
る
。

２　
稼
動
日
数
の
多
い
夏
季

休
暇
時
の
み
料
金
を
改
定
す

る
。

３　
時
間
延
長
だ
け
で
は
な

く
改
定
料
金
に
見
合
う
内
容

を
充
実
さ
せ
る
。

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　
も
う
少
し
時
間
を
頂
き

た
い
と
い
う
気
持
ち
。

高
木
区
内
の
交
通
安
全
対
策

　
　
生
活
道
路
が
迂
回
路
に

な
っ
て
い
る
が
。

　
　
看
板
等
で
注
意
を
促
す
。

高
木
調
節
池
に
つ
い
て

　
　

防
火
の
た
め
枯
れ
草
、

雑
草
の
駆
除
を
。

　
　
早
急
に
対
応
す
る
。

問答問答問答

平成７年に策定された扶桑町都市マス
タープラン
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一般質問

日本共産党
小林　明　議員

町独自で見直しできることは見直す答

住民の生命と財産を
守る立場で見直しを

町
独
自
で
防
災
計
画

見
直
し
を

　
　
住
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
た
め
に
も
、
県
の
見
直

し
を
待
た
ず
に
、
町
独
自
に

防
災
計
画
を
見
直
す
べ
き
だ
。

　
　
町
独
自
で
見
直
す
こ
と

が
で
き
る
こ
と
は
見
直
し
て

い
る
。

　
　

見
直
し
て
い
る
な
ら
、

そ
の
内
容
を
示
す
べ
き
だ
。

木
造
住
宅
耐
震
化
の
推
進
計

画
は
。

　
　
耐
震
化
計
画
に
基
づ
き

進
め
て
い
く
。

住
民
の
命
を
守
る
た
め
に

原
発
か
ら
の
撤
退
を

　
　
町
長
は
評
論
家
的
な
答

弁
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
改

め
て
聞
く
が
、
原
発
か
ら
の

撤
退
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

　
　

原
発
は
国
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
の
根
幹
と
考
え
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
は
国
民
的

議
論
の
中
で
見
直
す
べ
き
。

　
　
結
局
、
評
論
家
的
な
答

弁
だ
。
県
町
村
会
か
ら
放
射

線
測
定
器
が
寄
贈
さ
れ
た
が
、

活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

問答問答問答問

　
　
現
在
、
目
的
を
も
っ
て

使
用
し
て
い
な
い
。
活
用
す

る
必
要
は
あ
る
。

　
　
学
校
給
食
の
食
材
の
放

射
線
測
定
を
行
い
、
安
全
を

確
認
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
納
入
の
段
階
で
チ
ェ
ッ

ク
さ
れ
て
い
る
の
で
全
量
測

定
は
行
わ
な
い
。

中
小
企
業
振
興
条
例
の
制
定

で
地
域
経
済
活
性
化
を

　
　
中
小
企
業
対
策
を
明
記

し
た
中
小
企
業
振
興
条
例
を

制
定
し
、
地
域
経
済
の
活
性

化
を
は
か
る
べ
き
だ
が
。

　
　
そ
の
方
向
で
考
え
て
い

る
。

答問答問答

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の

継
続
を

　
　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

は
、
多
く
の
住
民
と
商
店
の

人
た
ち
に
歓
迎
さ
れ
て
い
る
。

来
年
度
も
継
続
し
て
実
施
す

る
考
え
は
。

　
　
実
施
す
る
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
を

　
　
来
年
度
予
算
に
向
け
て

検
討
す
る
と
言
っ
て
い
た
が
、

そ
の
結
果
は
。

　
　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

で
も
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
使

え
る
よ
う
に
し
た
い
。

問答問答

子
ど
も
医
療
費
無
料
制
度
の

拡
大
を

　
　
「
扶
桑
町
は
遅
れ
て
い

な
い
」
と
言
っ
て
中
学
校
卒

業
ま
で
の
通
院
を
無
料
に
す

る
こ
と
を
拒
否
し
て
き
た
。

も
う
、
そ
ん
な
理
由
は
通
用

し
な
い
。
平
成
24
年
４
月
１

日
か
ら
実
施
す
べ
き
だ
。

　
　
電
算
シ
ス
テ
ム
変
更
の

た
め
、
平
成
25
年
１
月
か
ら

し
か
実
施
で
き
な
い
。

高
い
国
保
税
を
引
き
下
げ
よ

　
　
一
般
会
計
繰
入
金
を
増

や
し
、
国
保
税
を
引
き
下
げ
、

住
民
の
暮
ら
し
を
守
る
べ
き

と
思
う
が
。

　
　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
は
こ
れ
以
上
で
き
な
い
。

広
域
ご
み
処
理
施
設
候
補
地

の
白
紙
撤
回
を

　
　
住
民
無
視
の
２
市
２
町

の
広
域
ご
み
処
理
施
設
建
設

候
補
地
は
白
紙
撤
回
し
、
住

民
合
意
を
前
提
に
し
て
進
め

る
べ
き
だ
。

　
　
白
紙
撤
回
す
る
考
え
は

な
い
。

問答問答問答

福島原発事故を伝える新聞
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一般質問

日本共産党
髙木義道　議員

情報が少なく、判断が難しい答

ＴＰＰについて町長はどう思うか

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
は
や
め
よ

　
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
太
平
洋
を
囲

む
国
々
が
参
加
し
て
貿
易
自

由
化
と
経
済
連
携
を
強
め
よ

う
と
い
う
協
定
だ
が
、
農
産

物
を
含
む
す
べ
て
の
関
税
撤

廃
を
原
則
に
し
て
お
り
、
日

本
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
は
。

　
　
率
直
な
と
こ
ろ
答
え
ら

れ
な
い
。
色
々
議
論
の
中
に

経
済
効
果
と
し
て
10
年
間
で

Ｇ
Ｄ
Ｐ
３
・
２
兆
円
の
増
加

と
い
う
試
算
が
あ
る
。

　
　
扶
桑
町
へ
の
影
響
は
。

　
　
商
工
会
で
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関

連
の
動
向
は
見
ら
れ
な
い
。

Ｊ
Ａ
は
環
境
破
壊
、
格
差
拡

大
、
安
全
安
心
な
食
料
供
給

が
図
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で

反
対
し
て
い
る
。

巡
回
バ
ス
運
行
で
高
齢
者
の

移
動
手
段
の
確
保
を

　
　
日
本
の
高
齢
者
人
口
は

２
０
２
５
年
に
は
人
口
の
４

分
の
１
を
占
め
る
。
扶
桑
町

で
も
22
・
１
％
の
高
齢
化
率

で
あ
る
。
外
出
の
際
、
公
共

交
通
や
家
族
な
ど
の
送
迎
に

依
存
し
て
移
動
し
て
い
る
人

問答問答問

が
６
割
で
あ
り
、
交
通
手
段

の
有
無
は
、
高
齢
者
の
活
動

に
大
き
く
関
与
し
て
い
る
。

タ
ク
シ
ー
助
成
券
は
配
布
枚

数
、
対
象
年
齢
に
制
約
が
あ

る
。
巡
回
バ
ス
の
検
討
を
す

べ
き
で
あ
る
。
高
齢
者
の
移

動
手
段
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　
　
高
齢
者
総
合
福
祉
計
画

の
中
で
交
通
・
移
動
の
問
題

が
多
く
出
て
い
る
。
タ
ク

シ
ー
助
成
が
最
も
多
い
利
用

志
向
で
あ
る
。
平
成
20
年
度

に
拡
充
を
し
た
。
必
ず
し
も

十
分
で
は
な
い
が
多
く
の
方

が
利
用
し
て
い
る
。

少
人
数
学
級
の
推
進
を

　
　
少
人
数
学
級
に
よ
り
一

人
ひ
と
り
の
理
解
度
や
興
味
、

関
心
を
踏
ま
え
た
き
め
細
か

な
学
習
指
導
が
で
き
、
教
員

と
児
童
生
徒
の
間
の
関
係
が

よ
り
緊
密
化
す
る
。
30
人
学

級
に
向
け
て
の
環
境
整
備
と

現
状
は

　
　

愛
知
県
で
は
小
学
１
・

２
年
と
中
学
１
年
で
35
人
学

級
を
実
施
。
30
人
学
級
に
向

け
て
は
教
員
と
教
室
の
確
保

答問答

が
必
要
で
あ
る
。
町
と
し
て

も
35
人
を
超
え
る
ク
ラ
ス
に

は
臨
時
教
員
を
配
置
す
る
な

ど
し
て
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

消
防
水
利
の
充
実
を

　
　
消
防
水
利
の
図
表
が
提

示
さ
れ
た
が
、
空
白
部
分
等

の
水
利
の
現
状
に
つ
い
て
ど

う
考
え
る
か
。

　
　

消
火
栓
、
防
火
水
槽
、

プ
ー
ル
な
ど
４
０
４
か
所
あ

り
、
充
足
率
は
84
・
３
％
で

あ
る
。
48
か
所
の
空
白
を
補

う
よ
う
丹
羽
消
防
と
の
連
携

も
図
り
有
事
の
際
に
最
小
限

の
被
害
で
済
む
よ
う
消
防
水

問答

利
の
充
実
に
努
め
る
。

瞬
間
洪
水
に
備
え
よ

　
　
８
月
23
日
ゲ
リ
ラ
豪
雨

の
際
の
20
か
所
道
路
冠
水
に

つ
い
て
の
状
況
は
ど
の
よ
う

で
あ
っ
た
か
。
冠
水
が
ひ
ど

か
っ
た
所
は
。
対
策
は
。

　
　
青
木
川
沿
線
に
か
か
る

道
路
、
丹
羽
用
水
沿
い
、
巾

下
地
内
で
被
害
が
出
て
い
る
。

主
要
水
路
青
木
川
の
拡
幅
が

一
番
だ
が
、
下
流
市
町
も
あ

り
現
状
で
は
で
き
な
い
。
貯

留
槽
、
調
節
池
で
の
総
合
的

治
水
を
実
施
し
て
い
る
。

問答

防火水槽（南山名神地地内）
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一般質問

桑政クラブ
片野春男　議員

発達段階に応じた学習を進めている答

教育の情報化の実態は

教
育
情
報
化
の
実
態
は

　
　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
利
用

状
況
、
機
器
の
配
置
状
況
は
。

　
　
授
業
内
容
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
、
教
材
の
提
示
、

こ
ど
も
た
ち
の
作
品
紹
介
、

調
べ
学
習
な
ど
多
岐
に
渡
り

利
用
し
て
い
る
。
コ
ン
ピ
ュ 

ー
タ
室
に
40
台
を
設
置
、
一

学
級
が
一
斉
に
使
用
で
き
る

よ
う
配
慮
し
て
い
る
。
デ
ジ

タ
ル
テ
レ
ビ
は
50
イ
ン
チ
の

大
画
面
で
常
時
ビ
デ
オ
教
材

も
映
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
情
報
化
教
育
の
取
組
は
。

　
　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
利
用

を
促
進
す
る
た
め
年
間
計
画

に
よ
り
、
様
々
な
ソ
フ
ト
の

基
本
的
な
使
い
方
を
学
習
し

入
力
の
仕
方
な
ど
初
歩
的
な

段
階
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
作
り
方
ま
で
発
達

段
階
に
応
じ
た
学
習
を
進
め

て
い
る
。
ま
た
情
報
機
器
を

正
し
く
使
う
た
め
の
情
報
モ

ラ
ル
教
育
を
小
中
学
校
が
連

携
し
計
画
的
に
進
め
て
い
る
。

　
　
全
国
市
区
町
村
公
立
学

校
情
報
化
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０

１
１
に
よ
る
本
町
の
順
位
は
。

問答問答問

　
　
県
下
57
市
町
村
の
中
で

中
学
校
１
位
、
小
学
校
12
位

だ
っ
た
。

自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
（
一
括
管

理
）
の
早
期
導
入

　
　
電
算
機
器
の
耐
震
化
と

復
旧
の
期
間
は
。

　
　
サ
ー
バ
を
収
納
し
て
い

る
ラ
ッ
ク
を
ボ
ル
ト
で
固
定

し
倒
壊
防
止
対
策
を
と
っ
て

い
る
。
機
器
は
約
一
か
月
で

調
達
で
き
る
。

　
　
電
算
デ
ー
タ
を
集
中
管

理
し
た
場
合
、
管
理
料
を
割

り
勘
に
し
、
経
費
を
削
減
す

る
事
が
で
き
な
い
か
。

答問答問

　
　
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
に
参

加
し
て
い
る
市
町
村
が
同
じ

サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
の
範
囲
内

で
あ
れ
ば
割
り
勘
効
果
の
恩

恵
を
受
け
る
事
が
で
き
る
。

　
　
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
の
取

組
み
状
況
は
。

　
　
平
成
24
年
度
に
は
県
内

市
町
村
で
あ
い
ち
自
治
体
ク

ラ
ウ
ド
推
進
構
想
に
つ
い
て

勉
強
会
、
検
討
会
を
始
め
る
。

　
　
近
隣
市
町
の
動
向
を
見

な
が
ら
早
期
に
ク
ラ
ウ
ド
導

入
に
取
組
む
べ
き
と
思
う
が
。

　
　
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

答問答問答

機
構
改
革
の
検
証
と
地
方
分

権
・
大
規
模
災
害
に
応
じ
た

組
織
づ
く
り
を

　
　
機
構
改
革
の
検
証
は
。

　
　
詳
細
な
検
証
は
し
て
い

な
い
が
、
こ
こ
数
年
行
政
を

取
り
巻
く
諸
情
勢
は
厳
し
く

住
民
ニ
ュ
ー
ズ
も
多
種
多
様

で
あ
る
。
人
材
育
成
と
定
員

管
理
を
進
め
職
場
の
活
性
化

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
変
化
に
対
応
す
る
組
織

の
見
直
し
は
。

　
　
少
子
高
齢
化
・
経
済
の

低
成
長
時
代
に
対
応
し
た
行

政
の
あ
り
方
も
念
頭
に
置
き

職
務
と
職
員
数
は
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
確
保
し
た
上

で
業
務
量
、
財
政
規
模
等
全

体
を
見
渡
し
た
中
で
の
バ
ラ

ン
ス
が
重
要
だ
。
現
状
で
は

増
員
は
難
し
い
。
今
後
は
指

定
管
理
者
制
度
の
推
進
、
職

員
の
定
年
延
長
な
ど
職
員
配

置
を
再
検
討
し
た
い
。

　
　
防
災
防
犯
部
門
へ
の
対

処
は
。

　
　
住
民
の
安
全
安
心
な
生

活
を
守
る
上
で
増
員
も
考
え

た
い
が
現
状
で
は
難
し
い
。

問答問答問答

コンピュータ室での授業（柏森小学校）
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12月議会で可決した意見書

任意予防接種の定期予防接種化を
求める意見書（要旨）

　平成22年11月26日に成立した補正予算で、ヒ
ブ・小児用肺炎球菌・HPV の３ワクチンが、平成
23年度末まで公費負担されることとなった。
　予防接種は、本来公衆衛生行政として接種費用
を国が負担すべきで、接種による健康被害の管
理、そして補償についても国が責任を持つべきで
ある。
　不活化ワクチンを輸入し、ワクチンポリオの危
険性を排除すべきである。
　以上の趣旨から政府におかれては、以下の項目
を緊急に実施されるよう強く要望する。

記
１．ヒブワクチン、小児用及び成人用肺炎球菌ワ

クチン、HPV ワクチン、水痘ワクチン、流行性
耳下腺炎ワクチン等の任意の予防接種を定期予
防接種とし、無料で受けられるようにすること。

２．定期予防接種に位置づけられるまでの間は、
任意の予防接種の副作用対策と公費助成の拡充
をすること。 

３．不活化ポリオワクチン（IPV）を早期に導入
すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書
を提出する。 扶桑町議会
提出先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣
　　　　総務大臣　厚生労働大臣

安心して子育てできる制度の確立を
求める意見書（要旨）

　女性が産む子どもの数が減少し続けている。
　その要因として労働環境とともに、子どもを産
み育てることにお金がかかりすぎることがあげら
れる。
　妊産婦健診費用や子どもの医療にかかる費用は
若い世代にとって大きな負担である。
　安心して子どもを産み、育てられる社会をめざ
して、子育て施策を拡充していくことは、国の責
任である。
　以上の趣旨から政府におかれては、以下の項目
を緊急に実施されるよう強く要望する。

記
１．18歳年度末までの子どもを対象とした国の医

療費無料制度を早急に創設すること。
２．現物給付による子どもの医療費助成に対し国

民健康保険の国庫負担金を減額しないこと。
３．妊産婦健診は、初回の健診も含め、産前14回

産後１回を無料で受けられるように助成するこ
と。

４．就学援助への国の予算措置を復活し、増額す
ること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書
を提出する。 扶桑町議会
提出先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣
　　　　財務大臣　総務大臣　厚生労働大臣

保育所運営費国庫負担金を廃止
　しないことを求める意見書（要旨）

　少子化が進み子育て不安を抱える親が増える中
で、保育所には、仕事と子育ての両立支援に加え
て地域の子育て支援の拠点としての役割も求めら
れている。一方、長引く不況の影響もあって保育
所待機児童が激増しているが、各自治体での保育
所整備をはじめとする待機児解消策は思うように
進んでいない現状がある。すべての子どもたちの
発達権を保障するために、国・自治体が保育・子
育てに責任を持つことがますます重要になってい
る。
　国においては、全国どこの自治体においても保
育所最低基準を満たした保育　の実施ができ、す
べての子どもたちの発達権が保障されるよう、以
下の事項について強く要望する。

記
１．保育所運営費国庫負担金を廃止せず、国の責

任で必要充分な財源を確保すること。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書
を提出する。 扶桑町議会
提出先　内閣総理大臣　財務大臣　総務大臣
　　　　厚生労働大臣

「介護職員待遇改善交付金事業」を
平成24年度以降も継続することを

求める意見書（要旨）

　平成24年４月に介護報酬の改定が予定されてお
り、厚生労働省介護保険部会で審議がされている
ところである。
　平成21年度、麻生内閣によって創設された「介
護職員待遇改善交付金事業」は、平成23年度末で
終了することとなっている。
　来年度の介護報酬改定にあたり、この「介護職
員待遇改善交付金事業」を継続するのか、処遇改
善に相当するものを介護報酬に組み込むのかが大
きな焦点と言われている。
　介護報酬に組み込んだ場合、職員の処遇改善に
結びつく保障がなくなり、介護報酬のアップ分を
処遇改善に充てるか否かは事業者の判断次第とい
うことになってしまう。
　以上の趣旨から、国及び政府におかれては、「介
護職員待遇改善交付金事業」を平成24年度以降も
継続するため尽力していただくことを強く求める。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書
を提出する。 扶桑町議会
提出先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣
　　　　財務大臣　総務大臣　厚生労働大臣
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愛知県の福祉医療制度の見直しに反対し、充実を求める意見書

　愛知県は、「行革大綱に係る重点改革プログラム（素案）」において、「子ども、障害者、母子父子家庭、
寝たきり・認知症高齢者等の医療費自己負担に対する公費支給については、将来に予測される所要額の増加
に対応し、持続可能な制度」に見直すとして、「一部負担金導入」を含む制度の検討を明らかにしました。
　この制度は、歴年の政府が医療保険制度を見直ししてきたのに対し、社会的に特に必要な階層や分野の県
民が安心して必要な医療が受けられるよう、住民の要望を反映して市町村が築き上げ、県は市町村単独では
財政的に困難なことから市町村が支出する費用の２分の１を補助するものとして位置づけられています。
　また、この制度は、実施主体である市町村から、子ども医療の対象年齢の拡大、精神障害者の対象疾病の
拡大など、一層の充実が毎年度求められています。
　愛知県は「行革大綱を深掘りする必要性」に、「日本一元気な愛知の実現」「活力ある地域づくりを県がリー
ドする」ことを挙げています。その実現のために、今年度の予算では「高度先端産業立地促進補助金」や公
共事業を大きく増加させ、来年度予算では50億円規模の「産業空洞化対策減税対応基金」を表明し、その原
資を「行財政改革で捻出する」としています。
　地方自治法は、「地方公共団体は、住民の福祉の増進を図ることを基本とする」と定めています。県民所
得の減少など県民の生活の悪化が顕著になっています。
　いま、福祉医療制度はますます重要な施策となっています。愛知県は、福祉医療制度を後退させず、一層
の充実を図ることを求めます。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。　　　　　　　扶桑町議会
提出先　愛知県知事

　10月17日に石川県小松市の理科支援制度、18日には石川県加賀市、福井県鯖江市を訪問し
市民主役条例について調査研究を行いました。

総務文教常任委員会
千
委員長
田成年・髙

副委員長
木義道・片

委員
野春男・大藪三郎・髙木武義・近藤泰樹・新井三郎・間瀬英之

視察報告

　石川県小松市は古くから「ものづくりの街」として「コマツ」関連企業の鉄鋼業を中心として栄えてき
ました。理科教育は市長のビジョンとして行われています。
　退職をした教員が主に理科支援員となり市内全小学校（25校）の５年生に配置をし、理科授業の支援、理
科準備室の整備、実験の補助、校内のミニサイエンス教室を担当しています。
　また、市全体では「こまつの杜」でJAXA（宇宙航空研究開発機構）と協定を結び、理科や科学に触れる
機会の少ない高校生以上の人たちを対象に「タウンミーティング」という場を設け市民全体で理科科学に興
味を持ってもらうようにしています。

市内全25小学校で理科支援員を配置　小松市

　石川県加賀市では「市民が主役の条例」を平成24年４月に施行できるよう、行政、市民で策定委員会を設
置し、アンケート、勉強会、市民への説明会を行いました。
　この市民が主役の条例は市民が市政に対して関心、興味を持ってもらうように行政は市民に対し徹底した
情報提供、公開を行います。市民がコミュニティー、市政ににも参加し「自分たちのまちは自分たちで良く
していこう」という意識を持ってもらいます。

市民が市政に参加できる仕組みを　加賀市

　福井県鯖江市においても「鯖江市民主役条例」施行に向け平成21年
11月に市民を含めた策定委員会を設置し「地域自治」「市民活動」「産業」
の３つの分科会に別れ、全体会、部会を開催しながら現状、課題、課
題の解決策を研究し、平成22年４月の施行に至りました。
　これまでも進めてきた「市民が主役のまちづくり」をさらに前進させ、
市民と行政が思いを一つにして「自分たちのまちは自分たちでつくる」
を目指しました。
　市民と行政の双方が、この新しい条例に沿って対等な立場でまちづ
くりの責任を分かち合うことのできる体制づくりのため策定されました。

「鯖江市民主役条例」を平成22年４月より施行　鯖江市

鯖江市議場にて
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３月定例会の日程（予定日）
３月1日㈭ 開会・提案説明
３月7日㈬ 一般質問
３月９日㈮ 一般質問
３月12日㈪ 議案質疑
３月13日㈫ 議案質疑
３月14日㈬ 議案質疑
３月15日㈭ 総務文教常任委員会

３月16日㈮ 福祉建設常任委員会
（福祉関係）

３月21日㈬ 福祉建設常任委員会
（建設関係）

３月27日㈫ 委員長報告・討論・
採決・閉会

あなたも議会を
傍聴してみませんか
定例会は今月
３月です

詳しくは議会事務局まで
TEL	93-1111　内線322

2012新成人を祝う会2012新成人を祝う会
　１月８日、扶桑文化会館で新成人（295人）を
祝う会が開催されました。
　この会は新成人となる実行委員が昨年の１月か
ら何度も実行委員会を行い、会の内容を企画し、
当日は進行も行いました。
　扶桑、扶桑北中両校恩師のお祝いの言葉、小学
校の恩師からのビデオレター、最後には抽選会を
行い、大変な盛り上がりでした。
　議会からも各議員が臨席し、大藪三郎議長が祝
辞を述べました。

　１月９日、大口町役場前で丹羽郡消防出初式が
開催されました。
　大口、扶桑両町の消防団員、消防署員150人と
消防車両18台による分列行進のあと式典があり、
功労者の表彰では大村秀章知事より直接表彰を受
ける団員もいました。
　議会からも各議員が臨席しました。
　式典後には丹羽郡の無火災、無災害そして住民
が安心・安全にくらせるよう願いを込めて一斉放
水が行われました。

お　知　ら　せ

「会議録検索システム」
インターネット配信

扶桑町ホームページで議会会議録を
インターネット配信していますので、
ご利用ください。
扶桑町役場ホーム
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↓

町議会
↓

会議録検索

平成 24年丹羽郡消防出初式平成 24年丹羽郡消防出初式


